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原
子
力
に
関
し
て
本
当
に
市
民

が
必
要
と
し
て
い
る
情
報
は
何
か

議
論
し
、
今
後
の
情
報
発
信
に
役

立
て
る
た
め
、
市
は
2
月
9
日
、

原
子
力
広
報
研
修
セ
ン
タ
ー
で
、

町
内
会
長
や
商
工
会
、
農
協
、
消

防
団
、
民
生
委
員
な
ど
各
団
体
の

代
表
者
ら
36
人
に
よ
る「
第
２
回

原
子
力
に
関
す
る
意
見
交
換
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際

環
境
経
済
研
究
所
理
事
・
主
席
研

究
員
の
竹
内
純
子
氏
が
、「
誤
解
だ

ら
け
の
電
力
問
題
―
日
本
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
の
現
状
と
課
題
」
を

テ
ー
マ
に
、
わ
が
国
の
現
状
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
講

演
し
ま
し
た
。

講
演
後
、
参
加
者
は
８
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
市
民
に
と
っ

て
ど
ん
な
情
報
が
必
要
な
の
か
話

し
合
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

「
浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
は

ど
う
な
る
の
か
」「
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
を
知
り
た
い
」な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
倉
田
千
代
治
浜
岡
原

子
力
総
合
事
務
所
長
が
、１・２
号

機
の
廃
止
措
置
が
第
2
段
階
に
入

る
こ
と
や
海
抜
22
㍍
の
防
波
壁
が

完
成
し
た
こ
と
、
軽
油
タ
ン
ク
の

地
下
化
工
事
な
ど
、
原
子
力
発
電

所
に
関
す
る
安
全
性
向
上
対
策
工

事
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
行
政
か
ら
の
一
方
的

な
情
報
発
信
で
は
な
く
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
本
当
に
知
り
た
い
情
報

の
発
信
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
意

見
交
換
会
の
様
子
や
寄
せ
ら
れ
た

意
見
な
ど
は
、
今
後
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

原
子
力
を
め
ぐ
り

　
　
　
２
回
目
の
意
見
交
換
会

左馬武神社は、今川氏の一族で新野領主新野
左馬助親

ちか
矩
のり

公を祭った神社です。神社の社殿は、
明治28年ごろに造営され、現在の社殿は、昭和
49年９月に落成。落成式では、左馬助親矩公没
後４１０年祭が併せて執り行われました。

社殿内に祭られている五輪塔は、左馬助親矩
公の墓と伝わるものです。この五輪塔は、新野
左馬助公の名跡を継いだ新野親

ちか
良
よし
（※）が、親矩

公の墳
ふん

墓
ぼ

調査を家臣に命じ、嘉永４年（１８５１
年）ごろ、新野村間蔵山中で石棺に納められてい
たところを発見されました。この墳墓は、新野
氏墓所として顕彰整備され、後に左馬武神社と
して信仰されて現在に伝えられました。
※親良は、文化５年（１８０８年）井伊家11代直

なお

中
なか

の十男として出生し、家老木俣氏の養子と
なり中守と改名。その後分家して新野左馬助
の名跡を相続し、天保13年（１８４２年）親良
と改名しました。明治８年（１８７５年）没。

左
さ
馬
ま
武
たけ
神社と五輪塔

▲左馬武神社社殿

▲社殿内の五輪塔（地輪は後補）

▲意見交換会の様子
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